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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2006-205067(P2006-205067A)
【公開日】平成18年8月10日(2006.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2006-031
【出願番号】特願2005-20872(P2005-20872)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  71/44     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/34     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/40     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  71/44    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  69/06    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  69/08    ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｄ  71/34    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  71/40    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｋ
   Ｃ０２Ｆ   3/12    　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膜構造中に、下記の式Ａの分子ユニット、式Ｂの分子ユニット、及び、式Ｃの分子ユニ
ットの３種を含むことを特徴とする多孔質膜。
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【化１】

【請求項２】
　ポリフッ化ビニリデン系樹脂と、ポリアクリル酸エステル系樹脂および／またはポリメ
タクリル酸エステル系樹脂と、ポリビニルピロリドン系樹脂を含んでいることを特徴とす
る請求項１に記載の多孔質膜。
【請求項３】
　ポリフッ化ビニリデン系樹脂と、アクリル酸エステル系単量体および／またはメタクリ
ル酸エステル系単量体とビニルピロリドンを主成分とする共重合体を含んでいることを特
徴とする請求項１に記載の多孔質膜。
【請求項４】
　有機繊維からなる多孔質基材を有してなる請求項１～３のいずれかに記載の多孔質膜。
【請求項５】
　純水透過係数が１×１０－９ｍ３／ｍ２・Ｐａ・ｓ以上である請求項１～４のいずれか
に記載の多孔質膜。
【請求項６】
　０．１０μｍ以下の微粒子阻止率が９０％以上である請求項１～５のいずれかに記載の
多孔質膜。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の多孔質膜を備えた固液分離装置。
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